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古
代
山
城

「茨
城
」
の

年
（常
劉
卜噸
潔
条『嘲
劉
嚇
瑚
汁
離
け
に

探
索
と

備
陽
史
探
訪
の
会

会

長

　

田

口

義

之

今
回
の
会
報
で
、松
尾
さ
ん
が
報
告
（後

掲
）
さ
れ
た
よ
う
に
福
山
市
加
茂
町
北
山

の

「大
ス
キ
」
の
遺
構
が
古
代
山
城

「茨

城
」
の
遺
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま

っ
た
。

そ
も
そ
も
、
わ
が
備
陽
史
探
訪
の
会
の

発
足
と
古
代
山
城
は
深
い
関
係
が
あ

っ

た
。
備
陽
史
探
訪
の
会
は
昭
和
５
５
年

（１
９
８
０
）
５
名
の
仲
間
で
ス
タ
ー
ト

し
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
最
初
の
目
標
が
備

後
に
あ

つ
た
と
さ
れ
る
古
代
山
城
常
城

・

茨
城
の
探
索
で
あ

っ
た
。

城
で
、
そ
れ
ぞ
れ
芦
田
郡
と
安
那
郡
に

あ
っ
た
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
関
心
が
持
た

れ
て
い
た
。
こ
の
両
城
の
現
地
比
定
を
最

初
に
試
み
た
の
は
府
中
高
校
の
豊
元
国
氏

で
、
常
城
を
府
中
市
亀
が
岳

一
帯
に
、
茨

城
を
福
山
市
蔵
王
山
山
塊
に
比
定
し
た
。

し
か
し
、
常
城
に
関
し
て
は
異
説
は
出

て
い
な
い
が
、
蔵
王
山
説
に
関
し
て
は
否

定
的
な
見
解
も
多
か
っ
た
。
理
由
は
蔵
王

山
山
塊
に
は
古
代
山
城
の
も
の
と
考
え
ら

れ
る
遺
構
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ

つ

た
。
こ
の
備
後
古
代
史
の
謎
に
挑
戦
し
よ

う
と
し
た
の
が
わ
が
備
陽
史
探
訪
の
会
で

あ

っ
た
。
会
の
歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
創

立
間
も
な
い
頃
か
ら
古
代
山
城
探
索
の
記

事
が
見
ら
れ
、
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、
わ
が
会
の
存
在
を
世
間
に
大
き

く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
頃
の
本
会
が
注
目
し
て
い
た
の

は
、
神
辺
町
の

「木
之
上
城
」
で
あ

っ
た
。

同
城
跡
の

「
木
」
は

「
城

（き
と

に
通

じ
る
の
で
は
な
い
か
。
現
地
を
踏
査
す
る

と
、
稜
線
上
に
は
望
楼
と
見
ら
れ
る
台
地

や
土
塁
線
が
存
在
し
、
古
代
山
城
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
頃
、
本
会
の
古

代
山
城
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
七
森
義

人
氏

（故
人
）
も
こ
の
土
塁
線
を
古
代
山

城
に
見
ら
れ
る

「車
道
」
に
類
す
る
遺
構

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
見
出
し
た
の
が
、
「
芋

原
の
大
ス
キ
」
で
あ

っ
た
。
昭
和
六
十
年

三
月
の
例
会
を
、
加
茂
町
北
山
で
行
な
う

こ
と
と
な
り
、
何
度
か
行
な

っ
た
下
見
調

査
で
、
同
所
に

「大
ス
キ
」
と
呼
ば
れ
る

謎
の
空
堀
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
の
で
あ

る
。
当
日
の
例
会
資
料
を
見
る
と
、
松
尾

氏
が
作
成
し
た
城
壁
断
面
と
ほ
ぼ
同
じ
図

が
挿
入
さ
れ
、
七
森
氏
の
慧
眼
の
鋭
さ
に

驚
か
さ
れ
る
。
以
後
、
「大
ス
キ
」
は

『山

城
探
訪
』
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
広
く
知
ら

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

今
回
の
共
同
踏
査
も
こ
の
本
が
き
っ
か
け

で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
本
会
が
古

代
山
城
の
探
索
に
呆
た
し
た
役
割
は
大
き

か
っ
た
と
思
う
。
今
後
は
、
「大
ス
キ
」
が
、

奈
良
時
代
初
め
ま
で
存
在
し
た

「安
那
郡

茨
城
」
か
ど
う
か
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
追

及
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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備
陽
史
探
訪
の
会
の
目
的

帯
後
を
す
に
と
し
た

地
域
の
歴
史
を
研
究
し
、

愛
外
の
精
神
を
満
拳
す
る
。
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ぬ
ば
ら
の
き

古
代
山
城
　
茨
城
推
定

地
の
合
同
踏
査
に
つ
い

松

尾

洋

平

は
じ
め
に

備
後
国
に
は

『続
日
本
紀
』
の
養
老
三

年

（七

一
九
）
十
二
月
条
に
記
載
さ
れ
て

い
る

「停
備
後
国
安
那
郡
茨
城
葦
田
郡
常

城
」
と
い
う
記
事
か
ら
１
国
に
２
城
が
存

在
し
、
同
時
に
停
止
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
茨
城
の
比
定
地
に

は
北
山
説
、
蔵
王
山
説
、
木
之
上
説
、
要

害
山
説
、
井
原
説
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
古
代
山
城
と
認
め
ら
れ
る
確
か
な

遺
構
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
謎
の
ベ
ー

ル
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
」ゝ
う
し
た
中
、

福
山
市
加
茂
町
北
山
の
芋
原
に
お
い
て
令

和
五
年
三
月
十
三
日
に
備
陽
史
探
訪
の
会

と
古
代
山
城
研
究
会
が
合
同
し
て
踏
査
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
古
代
山
城
に
特
有
の

城
壁
線
を
確
認
し
ま
し
た
。

合
同
踏
査
と
そ
の
成
果

令
和
五
年
二
月
十

一
。十
二
日
に
古
代

山
城
研
究
会
の
例
会
が

「備
後
国
府
と
常

城
」
を
テ
ー
マ
に
府
中
市
で
開
催
さ
れ
、

「脇
坂
説
か
ら
み
た
常
城
推
定
地
の
城
壁

線
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
の
機
会
が

与
え
ら
れ
た
私
は
、
同
時
に
茨
城
を
探
し

て
い
ま
し
た
。

検
討
材
料
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

ま
ず
第
１
に
茨
城
が
所
属
す
る
抜
原
郷

（郡
郷
里
制
下
の
郷
）
は
、
養
老
五
年
の

安
那
郡
の
改
編
に
よ
り
安
那
郡
と
深
津
郡

に
分
か
れ
、
分
離
後
の
安
那
郡
に
抜
原
郷

が
所
属
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
探
索
す

れ
ば
自
ず
と
茨
城
が
見
つ
か
る
こ
と
。

第
２
に

『大
日
本
地
名
辞
書
』
で
は
「茨

は
ウ
バ
ラ
と
訓
む
も
、
和
名
抄
に
ヌ
バ
ラ

と
あ
る
は
正
訛
の
差
別
の
み
」
と
あ
り
、

「
芋
原
」
地
名
の
音
が
ウ
バ
ラ
に
通
じ
る

の
で
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
。

第
３
に
古
代
山
城
の
城
名
と
、
所
属
す

る
郷
名
が

一
致
す
る
例
が
あ
り
（大
野
城
、

常
城
等
）
、
い
ず
れ
も
日
本
の
古
代
山
城

の
中
で
は
大
型
の
部
類
に
入
り
、
茨
城
も

周
長
３
』
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
入
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
た
こ
と
。

第
４
に
鬼
ノ
城
が
古
代
山
陽
道
か
ら
約

７
ｂ
離
れ
て
い
る
た
め
、
茨
城
も
こ
う
し

た
距
離
観
が
許
容
で
き
る
こ
と
。

第
５
に
備
後
国
の
常
城
が
標
高
四
五
〇

ｍ
以
上
の
高
所
に
あ
る
た
め
、
茨
城
も
標

高
三
〇
〇
ｍ
以
上
を
想
定
し
、
合
わ
せ
て

防
御
効
果
に
優
れ
た
地
形
を
取
り
入
れ
て

い
る
こ
と
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
地
形
図
の
判
読
を

繰
り
返
し
、
国
土
地
理
院
が
公
開
す
る
陰

影
投
影
図
を
観
察
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
芋

原
を
取
り
囲
む
ラ
イ
ン

（
い
わ
ゆ
る
大
ス

キ
跡
）
を
確
認
し
、
さ
ら
に
備
陽
史
探

訪
の
会
発
行
の

『山
城
探
訪
』
（１
）
や
、

Ｈ
Ｐ
、
広
瀬
公
民
館
か
ら
も
資
料
の
提
供

を
う
け
て
、
二
月
六
日
に
芋
原
の
踏
査
を

行
い
ま
し
た
。
倒
竹
や
雑
木
に
阻
ま
れ
て

観
察
で
き
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
北
辺

・
南
辺
の
大
部
分
を
実
見
す
る

こ
と
が
で
き
、
大
ス
キ
と
呼
ば
れ
て
い
た

溝
の
外
側
に
は
、
古
代
山
城
の
城
壁
で
あ

る
内
托
式
土
塁
が
並
走
し
、
長
距
離
に
及

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

翌
日
、
古
代
山
城
研
究
会
の
向
井
代
表

に
報
告
し
、
例
会
当
日
に
は
幹
事

へ
現
認

を
依
頼
し
ま
し
た
。
研
究
会
に
は
当
会
の

田
口
会
長
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
芋
原
に

古
代
山
城
が
比
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
三
月
十
三
日
に

両
会
で
合
同
の
踏
査
を
実
施
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

か
つ
て
、
城
壁
線
は
芋
原
を
取
り
囲
む

よ
う
に
周
回
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
す

で
に
消
滅
し
て
い
る
所
も
あ
る
の
で
、
合

同
踏
査
で
は
芋
原
の
北
辺
と
南
辺
の
城
壁

を
踏
査
し
全
体
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
瀬
公
民
館
に
て
得
ら
れ
た

知
見
や
、
古
代
山
城
の
正
否
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
大
要
は
、

・
古
代
山
城
研
究
会
で
は
選
地
や
城
壁
の

形
状

・
構
造
か
ら
、
完
成
度
の
高
い
城
壁

が
良
好
に
残
さ
れ
、
当
地
が
古
代
山
城
と

し
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

・
備
陽
史
探
訪
の
会
か
ら
は
、
当
初
は
古

代
山
城
説
を
考
え
て
い
た
が
、
中
世
の
志

川
滝
川
城
合
戦
で
使
わ
れ
た
陣
城
の
可
能

性
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
今
回
の
踏
査

に
よ
り
古
代
山
城
を
再
検
討
す
る
機
会
と

な

っ
た
の
で
、
継
続
的
な
調
査
が
必
要
で

は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
参
加
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（順
不
同

・
敬
称
略
）
。

・
備
陽
史
探
訪
の
会

¨
田
国
会
長
、
篠
原

副
会
長
、
杉
本
、
森
原

・古
代
山
城
研
究
会

¨
向
井
代
表
、
松
波
、

山
元
、
渡
邊
、
松
尾

会議風景
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。
福
山
市
文
化
振
興
課

一
唐
津
、
向
井

・
広
瀬
公
民
館

¨
佐
藤
館
長
、
佐
藤
主
事

茨
城
推
定
地
と
城
壁
線

そ
れ
で
は
芋
原
で
確
認
し
た
古
代
山
城

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で
若
干
の
説
明
を
加
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
芋
原
の
地
形
で
す
が
、
東
。西
・

南
の
三
方
が
急
斜
面
地
か
断
崖
と
な
っ
て

い
て
、
自
ず
と
敵
の
侵
入
を
減
殺
す
る
効

果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
北

側
は
、
吉
備
高
原
に
接
続
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
山
麓
の
東
を
流
れ
る
加
茂
川
や
、

西
の
四
川
方
面
か
ら
入
り
込
ん
だ
Ｖ
字
谷

が
山
の
背
後
に
達
し
、
後
背
部
に
あ
た
る

広
瀬
小
学
校
周
辺
が
合
流
点
の

一
つ
に

な

っ
て
い
ま
す
。
敵
の
動
き
を
想
定
し
た

と
き
、
山
の
三
方
が
急
峻
な
た
め
、
行
軍

は
北
側

へ
流
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

よ
く
地
形
を
見
る
と
、
城
地
の
方
が
侵
入

経
路
の
尾
根
よ
り
約
二
五
ｍ
も
高
く
、
脅

威
に
対
処
す
る
た
め
の
動
静
を
窺
う
に
は

十
分
な
高
さ
が
あ
り
、
北
辺
の
城
壁
も

し

っ
か
り
と
造
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

次
に
城
地
は
東
か
ら
北
、
そ
し
て
西
に

連
な
る
尾
根
線
と
６
つ
の
頂
部
に
よ
つ
て

コ
字
形
に
城
内
を
取
り
囲
み
、
防
御
正
面

と
な
る
南
側
は
山
腹
斜
面
を
取
り
込
ん
で

い
ま
す
。
城
内
に
は
二
葉
状
を
呈
し
中
核

と
な
る
頂
部
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
南
東
に

向
け
て
大
小
２
ヶ
所
の
頂
部
と
、
八
幡
神

社
か
ら
南
西
に
向
か
っ
て
枝
尾
根
が
派
生

し
て
い
ま
す
。

谷
の
状
況
を
み
る
と
城
内
の
東
西
に
は

北
か
ら
南

へ
下
る
谷
が
２
本
入
り
、
東
の

谷
頭
近
く
に
現
在
、
貯
水
地
が
設
け
ら
れ
、

西
の
谷
頭
に
も
貯
水
池
が
あ

つ
た
よ
う
で

す
。他

の
山
城
の
事
例
を
見
る
と
、
谷
頭
に

は
貯
水
池
や
水
汲
場
が
設
け
ら
れ
、
城
内

の
各
所
に
鍛
冶
工
房
や
礎
石
建
物
、
掘
立

柱
建
物
等
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
茨
城

で
も
今
後
こ
う
し
た
遺
構
が
発
見
さ
れ
る

可
能
性
は
高
い
と
言
え
、
当
時
使
わ
れ
て

い
た
須
恵
器
や
土
師
器
、
木
器
、
木
簡
な

ど
も
出
土
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
芋
原
の
準
平
原
を
取
り
囲
ん
で

い
た
と
み
ら
れ
る
城
壁
線
で
す
が
、
向
井

一
雄
氏
に
よ
れ
ば
日
本
の
古
代
山
城
に
は

３
種
類
の
城
壁
形
状
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す

（２
）
。

爽
築
式
土
塁

¨
尾
根
な
ど
に
築
造
さ

れ
、
城
壁
の
内
外
面
に
壁
面
が
形
成
さ
れ

ま
す
。

内
托
式
土
塁

¨
傾
斜
変
換
線
や
山
腹
斜

面
に
築
造
さ
れ
、
城
壁
の
内
側
に
低
い
内

壁
や
内
法
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
城
壁
高
は

高
く

（３
～
５
ｍ
）
、
累
の
背
後
に
は
城

内
通
路
が
敷
設
さ
れ
ま
す
。

土
段
状
土
塁

¨
傾
斜
変
換
線
や
山
腹
斜

面
に
築
造
さ
れ
、
天
端
が
土
段
と
な
り
、

城
壁
高
は
１
．
５
～
３
ｍ
と
低
く
、
城
壁

天
端
が
通
路
を
兼
ね
ま
す
。

こ
の
内
、
茨
城
の
場
合
は
、
主
に
内
托

式
土
塁
に
該
当
し
ま
す
。
規
模
を
復
元
す

る
と
城
壁
の
上
面

（天
端
）
幅
が
６
．
５

ｍ
以
上
、
高
さ
約
３
ｍ
、
内
法
の
高
さ
約
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ｌ
ｍ
を
測
り
、
背
面
に
は
大
規
模
に
斜
面

が
削
り
取
ら
れ
て
、
そ
の
底
部
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
斜
面
整
形
と
城
壁
に
挟
ま
れ
、

一
見
、
溝
に
見
え
る
こ
の
底
部
こ
そ
大
ス

キ
の
正
体
で
す
。

た
だ
、
城
壁
の
壁
面
に
つ
い
て
は
す
で

に
法
肩
が
崩
れ
て
い
る
の
で
正
確
な
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
鬼
ノ
城
の
例
で
い

う
と
８
０
度
近
い
勾
配
で
立
ち
上
が
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
内
托

式
土
塁
が
東

・
北

・
西
の
尾
根
か
ら
少
し

下
っ
た
傾
斜
変
換
線
に
築
か
れ
て
い
た
の

で
す
。

残
る
南
辺
に
も
城
壁
は
築
か
れ
、
山
腹

斜
面
を
大
規
模
に
斜
面
整
形
し
、
そ
の
外

側
に
土
段
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一
見
、

土
段
状
土
塁
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
急

斜
面
に
よ
り
土
砂
の
埋
積
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
本
来
は
内
托
式
土
塁
だ

っ
た
可
能

性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

城
壁
が
良
く
残

っ
て
い
る
所
や
、
か
つ

て
備
陽
史
探
訪
の
会
が
調
査
し

『山
城
探

訪
』
に
掲
載
さ
れ
た
城
壁
線
な
ど
を
参
考

に
す
る
と
周
長
は
約
３
』
、
城
内
面
積
は

約
４
ｌ
ｈａ

（東
京
ド
ー
ム
約
９
個
分
）
に

な
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

『続
日
本
紀
』
の
記
載
で
は
備
後
国
に

２
城
が
あ
り
、
そ
の
内
の

一
つ
が
安
那
郡

の
茨
城
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
地
が
古

代
山
城
で
あ
る
以
上
、
「茨
城
」
の
可
能

性
は
極
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
踏
査
で
は
主
に
城
壁
線
を
検
討

し
た
も
の
で
す
が
、
山
城
の
普
遍
的
な
構

成
要
素
で
あ
る
城
壁
を
比
較
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
山
城
の
実
態

へ
近
づ
く
こ
と

は
可
能
で
し
ょ
う
。
内
托
式
土
塁
を
採
用

し
て
い
る
古
代
山
城
は
、基
難
城
（六
六
五

年
築
城
）
、
屋
嶋
城

（六
六
七
年
築
城
）
、

鬼
ノ
城
な
ど
が
あ
り
、
今
後
、
こ
う
し
た

古
代
山
城
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
「
茨

城
」
の
実
態
解
明
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

註（
１
）
『山
城
探
訪
』
備
陽
史
探
訪
の
会
、

平
成
７
年

（２
）向
井

一
雄
『よ
み
が
え
る
古
代
山
城
』

吉
川
弘
文
館
、
平
成
２
９
年

・●
・・計

， 議
岬
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■亀

眈 粋

4月 1日 (土 )、 ぶら探訪「津之郷から赤坂を歩く」
を開催しました。
当日は実に3年ぶりとなる花見も開催。天気もとて
もよく、久しぶりの会食を楽しみました。

ワンショット・レポート
～ぶら探訪・津之郷から赤坂を歩く/花見～


